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表１ エンゲストロームの人間の活動の構造論から自身が捉えた実習時の学習活動の構造 
主体 道具 対象 共同体 ルール 分業 
・生徒 
・小集
団 
・言語活動 
・既知の知識 
・教師から与え
られたモデル
や方法論 
・問題 
・課題 
・小集団 
・学級集団 
学級にすでに醸成さ
れている小集団のル
ール及び学級集団の
ルール 
・集団内の生徒同士の役割
分担や働きかけ 
・生徒の学習を促進するた
めの物や人を配置・設置
する教師の働きかけ 
 
実習報告（異校種実習） 
 
児童・生徒が対話を活発に行うための学習環境デザインの研究 
 
山本 千帆水（授業実践探究コース：現職教員） 
 
1.探究実習のテーマと設定の理由 
グローバル化や人工知能の急速な進展などによる予測のつかない困難な社会が訪れるだろう今日，
これからを生きる子ども達には，多様な他者と接し，様々な考えに触れることで，新たな考えを生み
出していく力が必要となってくる。他者との交流は，筋道立てて話す力の獲得，自分の考えの強化，
補強につながり，自他ともに思考力を育む下支えになると考える。 
そこで，協働の中で学びを深めていくエンゲストロームの理論を取り入れ，２年間の研究テーマを
「対話を通して集団での思考力向上を目指す学習指導の研
究」とした。集団での対話を通した学びを深めていくに
は，まずは子どもたちがじっくり対話と思考をすることが
できる環境を教師が整えることが前提であることを考え，
１年目の探究実習では，「児童・生徒が対話を活発に行うた
めの学習環境デザイン」について追及していく。学習環境
については活動・空間・共同体だけで捉えるのではなく，
図１のエンゲストロームの活動の構造の論である「主体」，「道 
具」，「対象」，「共同体」，「ルール」，「分業」から捉えていくことで，より明瞭に子どもたちの学習活
動や思考の流れを分析でき，対話を取り入れた授業の改善に生かしやすくなると考える。表１は人間
の活動の構造から異校種実習において自身が考える学習活動の構造（以降，学習環境）である。 
 
 
 
 
 
以上のことから，学習環境を教師が生徒の実態に応じてデザインすることで生徒の対話が促される
のではないかと考え，探究実習における本研究テーマを設定した。 
2.探究実習の研究目標 
 ・学級内での一人一人の聞く態度の様子や話し合いの参加の状況を把握するなどの実態把握を行う。 
・中学校での対話の在り方の把握を行う。（発表のルール，小集団活動の実態等） 
・実際に小集団及び，学級全体での対話を設定した授業を行う。 
3.探究実習の概要 
異校種実習先の中学校（以降，実習校とする）では，１年１組に所属した。１週目は，学級活動や
総合的な学習，美術の授業を参観した。生徒の言動や表情を観察し，学級の話し合いの「ルール」，「分
業」の在り方，「共同体」の把握を行うこととした。観察の結果，実習校での話し合いは必ず４人一組
で行われ，４人の中に司会・記録・発表役等が設定されており，輪番制をとっていることがわかった。
どの教科でも行われているので，話し合いの「ルール」「分業」に慣れている様子がうかがえた。ただ，
図１ 人間の活動の構造（１） 
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「ルール」である話し合いの型への慣れが，生徒の「分業」の可能性を狭め，逆に生徒の思考を抑制
する様子も感じた。故に学校や学級で既に醸成されている話し合いの「ルール」「分業」を利用しなが
らも生徒の思考を促すような「道具」を工夫する授業の在り方を探る必要があると考えた。 
観察と意識調査による実態把握を行った後，２週目に１時間の鑑賞の授業を４学級で行った。どの
学級でも佐賀県出身及び縁の画家の作品を取り扱い，回数を重ねるごとに授業の修正を行っていった。
以下では，最初と最後の学級における鑑賞の授業実践を述べていくこととする。  
最初の学級の授業では，生徒に色々な視点からの鑑賞を促すために，導入時に「道具」であるモデ
ルの示し方を工夫した。また，小集団による鑑賞活動も取り入れ，対話により自分の考えを広げつつ
ある様子がうかがえた。しかし，生徒の振り返りの記述を
見ると「１つ１つの作品をよくみることはできなかったけ
れど」とあり，生徒がもっと作品を見る時間を欲していた
ことが読み取れた。もっと作品を鑑賞したいという「個人
間の分業」よりも「集合体の分業」を優先せねばならなか
った学習活動への矛盾を感じていることがうかがえた。こ
の記述は次の授業改善の手がかりとなった。「共同体」であ
る小集団の人数構成の多さ，「道具」の精選不足など様々な
課題が浮かび上がってきた。 
最後の学級の授業では，小集団での対話，学級全体での対話が円滑に進むような「道具」と「ルー
ル」と「分業」の明確化を主に図った。すると，じっくりと対話を行うゆとりが生徒同士に生まれ，
小集団内での生徒の発言が，同じ小集団の他の生徒の発言や考えに影響し，作品のよさを新たに見出
すきっかけを与えている様子が見られた。また，小集団内で意見がまとまりやすくなり，意見の深ま
りが見られつつあった。さらに，全体交流においては，小集団での言語活動の見える化を図った「道
具」と，教師の価値付けによる「分業」が，学級集団という「共同体」の考えに影響を及ぼす様子も
見られた。以上のように，６つの要素を手掛かりに学習環境をデザインすることで，小集団及び学級
全体での対話が円滑に進み，生徒達の鑑賞する視点の広がりが見られた。 
4.探究実習の成果と課題 
(1)人間の活動の構造という６つの要素で分析した結果，授業の改善点が明確になり，生徒の対話 
が促進され，学級集団としての高まりがうかがえた。そして，実習校では，小集団時の役割等の
共通理解を全校で図っておられ，一貫した取り組みがなされていた。「分業」や「ルール」を全校
で共通理解を図ることは，今後の自身の学校変革実習に向けてのヒントとなった。 
(2)「活動システム」のモデルを用い，発達・成長への原動力としての矛盾を分析していくことが拡
張を促す鍵であること(3)を山住氏は述べている。拡張が促され，協働の中で新たな考えを探り，
学習したことを活用しつつ課題を乗り越えていく中で思考力の高まりも見られると考える。しか
し，理論研究が拡張的移行のサイクルや矛盾の分析にまで及んでいない。今後は，拡張的移行の
サイクルの各段階について他文献にあたりながら拡張とは何なのか詳しく調べ，異校種実習で得
た経験と課題をもとに，理論研究を進めていきたい。 
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図２  学習活動の構造(2) 
 
